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ゆとり生活

第45回
標茶町駅伝競走大会

９月17日㈰
開催決定

詳細は広報しべちゃ８月号でお知らせします。
■問い合わせ／教育委員会社会教育課社会教育係
　　　　　　　　　　（☎485-2111内線288）

第28回
子どもの夢を育てるまつり
■日時／７月23日㈰
　　　午前10時30分～午後２時
■場所／駒ケ丘公園内軍馬山特設会場
詳細は公民館だより、折り込みチラシ、ポスターをご覧ください。

■応募資格／小学生、中学生
■応募期限／９月29日㈮（当日消印有効）
■応募方法／下記係に郵送または持参
■作品の規格／
・�八つ切りサイズ（380㎜×270㎜）、向き（縦・横）
は自由です。
・�作品の中に必ず標語を入れてください。（例「ポ
イ捨てはやめよう」「不法投棄は犯罪です」など）
・彩色は自由です。
・�パソコンによる作成または鉛筆・色鉛筆描きの
作品は不可。
・未発表オリジナルの作品に限ります。

自然の番人宣言
ポスターコンクールの作品を募集します

平成28年度優秀賞中
茶
安
別
中
学
校
１
年　

嵯
峨
あ
い
さ
ん

※
学
年
は
、
受
賞
時
の
も
の
で
す
。

■注意事項／
・�入賞作品の著作権は主催者に属します。作品は
啓発活動などに活用する場合があるため、返却
が遅くなりますので、あらかじめご了承くださ
い。
・�応募者の個人情報は選考後の連絡、作品の制作
者としての公表のみに使用します。
■賞／
・最優秀賞…２点（表彰状、図書カード5,000円分）
※小学生の部、中学生の部各１点
・優秀賞…10点（表彰状、図書カード3,000円分）
・佳作…22点（表彰状、図書カード1,500円分）

　自然の番人宣言は、一人一人が自然の番人となり「不法投棄をしない・させない・
許さない」気持ちを持って、ごみの不法投棄やポイ捨てを撲滅させようという取り
組みです。
　この自然の番人宣言を多くの方に知ってもらい、ごみの不法投棄やポイ捨てをな
くし、不法投棄の通報を呼びかけることを目的に、ポスター作品を募集します。

■応募先・問い合わせ／役場住民課環境衛生係（１階③番窓口☎485-2111内線127）

　“社会を明るくする運動”は罪を犯した人を地域社会で受け入れ、立ち直りを支えることについて広く理解と
協力を求める法務省主唱の全国的な運動で、今年で67回目を迎えます。毎年７月は“社会を明るくする運動”強
調月間・再犯防止啓発月間として、全国でさまざまな関連行事・啓発活動・講演会などが行われます。
　標茶地区推進委員会では、町内イベントでの啓発活動などを行いますので、皆さんのご理解とご協力をお願い
します。
■行動目標／
・犯罪や非行のない安全・安心な地域社会を築くための取り組みを進めよう
・犯罪や非行をした人たちの立ち直りを支えよう
■重点事項／
・出所者などの事情を理解した上で雇用する企業の数を増やすこと
・帰るべき場所がないまま、刑務所から社会に戻る人の数を減らすこと
・薬物依存からの回復と社会復帰を長期的に支える地域の環境をつくること
・犯罪をした高齢者・障がい者などが、社会復帰に必要な支援を受けられる環境をつくること
■問い合わせ／役場企画財政課地域振興係（２階⑯番窓口☎485-2111内線224）

７月は“社会を明るくする運動”強調月間です
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�

◎
夏
の
花
を
見
に
行
こ
う

　

釧
路
湿
原
は
本
格
的
な
花
の
季

節
で
す
。
花
を
観
察
し
な
が
ら
、

湿
原
の
植
物
の
不
思
議
な
生
態
を

の
ぞ
い
て
み
ま
し
ょ
う
。

■�

日
時
／
７
月
２
日(

日
）、
午
前

10
時
～
正
午

■�

定
員
／
15
人

■
参
加
費
／
無
料

■�

集
合
・
申
し
込
み
・
問
い
合
わ

せ
／
鶴
居
村
温
根
内
ビ
ジ
タ
ー

セ
ン
タ
ー
（
☎
０
１
５
４
︱
65

︱
２
３
２
３
）

◎
縄
文
土
器
作
り
講
座

　

縄
文
時
代
の
遺
跡
が
残
る
塘

路
。
発
掘
さ
れ
た
土
器
を
参
考
に

し
な
が
ら
、
土
器
作
り
を
体
験
し

ま
す
。
作
っ

た
土
器
は
８

月
に
野
焼
き

を
し
て
完
成

さ
せ
ま
す
。

■�
日
時
／
７
月
８
日(

土
）、
午
前

10
時
～
午
後
２
時

■
定
員
／
15
人

■
参
加
費
／
３
０
０
円

■�

集
合
・
申
し
込
み
・
問
い
合
わ

せ
／
塘
路
湖
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
セ
ン
タ
ー
（
☎
４
８
７
︱

３
０
０
３
）

※�

参
加
者
は
昼
食
、
手
ぬ
ぐ
い
、

エ
プ
ロ
ン
を
用
意
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
バ
ー
ド
カ
ー
ビ
ン
グ
展

　

昨
年
度
行
っ
た
「
バ
ー
ド
カ
ー

ビ
ン
グ
講
座
」
参
加
者
の
作
品
展

で
す
。

■�
日
時
／
７
月
23
日(

日)

～
８

月
13
日(
日
）、
午
前
10
時
～
午

後
５
時

■�

開
催
場
所
・
問
い
合
わ
せ
／

塘
路
湖
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

セ
ン
タ
ー
（
☎
４
８
７
︱

３
０
０
３
）

◎
釧
路
湿
原
国
立
公
園

　�

指
定
30
周
年
記
念
事
業

釧
路
湿
原
国
立
公
園

　
ク
リ
ー
ン
デ
ー

　

環
境
省
が
定
め
る
全
国
一
斉
美

化
清
掃
活
動
の
一
環
と
し
て
、
釧

路
湿
原
国
立
公
園
の
ご
み
拾
い
を

行
い
ま
す
。

■�

日
時
／
７
月
８
日(

土
）、
午
前

10
時
～
正
午

■
参
加
費
／
無
料

■�

開
催
場
所
／
釧
路
市
湿
原
展
望

台
周
辺

■�

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
釧

路
湿
原
国
立
公
園
連
絡
協
議
会

事
務
局
（
☎
０
１
５
４
︱
31
︱

４
５
９
４
）

◎
ホ
タ
ル
の
週
末

　

釧
路
湿
原
に
す
む
ヘ
イ
ケ
ボ
タ

ル
。
そ
の
不
思
議
な
生
態
と
観
察

方
法
を
学
ん
で
か
ら
、
夜
の
湿
原

へ
と
出
掛
け
ま
す
。

■�

日
時
／
７
月
22
日(

土)

～
23

日(

日
）、
午
後
７
時
30
分
～

９
時

■
参
加
費
／
無
料

■�

集
合
・
申
し
込
み
・
問
い
合

わ
せ
／
鶴
居
村
温
根
内
ビ
ジ

タ
ー
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
１
５
４

︱
65
︱
２
３
２
３
）

釧
路
湿
原
国
立
公
園
連
絡
協
議
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

釧路湿原国立公園指定30周年
記念シンポジウム・巡回写真展のお知らせ
　昭和62年に釧路湿原が国立公園に指定されてから、今年で30周年を迎えることを記念したシンポジウム
が開催されます。指定に至るまでの歩みから、これまで地域の人々が一体となって保全してきた釧路湿原に
ついて知り、現在の釧路湿原で活動する人々の紹介を通じて、釧路湿原のこれからについて考えます。
　また、巡回写真展も開催されますので、ぜひお越しください。
記念シンポジウム「未来につなぐ国立公園」
■日時／７月31日㈪、午後１〜３時
■定員／200人
※事前に下記係へ申し込みください。
■参加費／無料
■場所／ＡＮＡクラウンプラザホテル釧路
巡回写真展「水の大地、母なる原野に生きる」
　30周年記念イベントとして、鶴居村のフォトグラファー安藤 誠 氏の巡回写真展が開催されます。本町
では８月５日(土) 〜17日(木)の間、図書館で展示が行われます。

■問い合わせ　役場企画財政課観光振興係（２階⑯番窓口☎485-2111内線252）



20

ゆとり生活

　夏にぴったりなこわ～い絵本から、愛
あいきょう

嬌たっぷり
かわいい絵本まで、おばけや妖怪の出てくる絵本を
展示します。貸し出しもしていますので、どうぞご
覧ください。
■期間／７月14日㈮～28日㈮

　夜の図書館にいらっしゃーい♪怖い絵本のおはな
し会を行います。おはなしの後は、身近な材料で「お
ばけ」を作る工作教室です！
　工作教室に参加する人は、事前に申し込みをして
ください。おはなし会は参加自由となっています。
■日時／７月28日㈮、午後７時～
■参加費／無料

　不要になった本がありましたら提供をお願いしま
す。たくさんある場合は回収に伺います。

リ
ン
ク
で
、
ス
ケ
ー
ト
学
習
や
氷

上
運
動
会
を
す
る
な
ど
、
年
間
を

通
し
て
体
力
作
り
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
自
分
の
目
標
を
立
て
た

り
、
限
界
に
挑
戦
し
た
り
、
上
級

生
が
下
級
生
の
手
本
に
な
っ
て
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

■
縦
割
り
班
活
動

　

磯
分
内
小
学
校
は
、
全
校
児
童

で
縦
割
り
班
を
３
つ
作
っ
て
活
動

し
て
い
ま
す
。
上
級
生
が
下
級
生

の
た
め
に
優
し
く
指
導
し
、
率
先

し
て
行
動
す
る
姿
は
、
伝
統
と
し

て
根
付
い
て
い
ま
す
。
特
別
教
室

清
掃
、
全
校
給
食
、
運
動
会
、
全

校
遠
足
な
ど
で
そ
の
力
が
発
揮
さ

れ
て
い
ま
す
。

■
地
域
と
の
関
わ
り
と
体
験
活
動

　

地
域
文
化
祭
や
酪
農
祭
、
神
社

祭
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ラ
ソ
ン
大
会

な
ど
の
行
事
に
全
校
で
参
加
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
磯
分
内
少
年
消

防
ク
ラ
ブ
や
子
ど
も
育
成
会
の
活

動
に
も
積
極
的
に
参
加
し
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
、
地
域
の
方
に
よ
る

「
熊
牛
太
鼓
」
の
指
導
や
「
茶
道

教
室
」
の
実
施
、
保
育
園
児
と
の

交
流
、
牧
場
体
験
や
地
域
の
工
場

で
乳
製
品
の

作
り
方
な
ど

を
見
学
す
る

な
ど
、
磯
分

内
小
学
校
な

ら
で
は
の
活

動
を
し
て
い

ま
す
。

！ ！
！！！学校
の取組

磯分内小学校

　

今
年
度
は
「
た
の
し
い
磯
小
」

を
目
指
し
て
「
た
の
し
い
」
の
頭

文
字
を
用
い
た

を
学
校
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
て
、

い
ろ
い
ろ
な
活
動
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

■
体
力
作
り
の
取
り
組
み

　

１
週
間
に
３
日
、
朝
の
10
分
間

に
、
全
校
児
童
で
運
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。
内
容
は
縄
跳
び
、
マ
ラ

ソ
ン
、
体
を
使
っ
た
ゲ
ー
ム
な
ど

で
す
。
冬
に
は
学
校
の
ス
ケ
ー
ト

図書館だより
☎485-2300
■開館時間■
火〜木曜日：午前10時〜午後６時
金　曜　日：午前10時〜午後９時
土・日曜日：午前10時〜午後４時
休　館　日：月曜日・祝日

図書展示「おばけの絵本展」

古本市は
８月19日㈯、20日㈰に行います！

夜のおはなし会＆工作教室

釧路市立博物館
「飯島一雄コレクション展」開催!
　釧路市立博物館では、昨年亡くなられた標茶のトンボ博
士・飯島一雄さんのコレクション展を標茶町郷土館との共
催で開催します。
　郷土館からは飯島さんより寄贈された昆虫標本のほか、
はく製資料や考古資料などのさまざまな資料が出品されま
す。昆虫だけでなく、種類豊富な展示となりますので、どう
ぞお越しください。
■期間／７月１日㈯～８月27日㈰
■時間／午前９時30分～午後５時（月曜日休館）
■場所／釧路市立博物館　２階企画展示室
■料金／大人470円、高校生250円、
　　　　小中学生110円
※常設展示も見学できます。
■問い合わせ／釧路市立博物館（☎0154-41-5809）

　平成29年度道民芸術祭釧路地方「詩吟大会」が
本町で開催されます。
　この大会は、釧路地方で活動する詩吟愛好家が
集まり、技術の交流と普及、地域文化の向上のた
めに開催されます。
　皆さんのご来場と出場者への声援をお願いします。
■日時／７月30日㈰
・開場…午前９時30分
・開演…午前10時15分
■場所／開発センター
■問い合わせ／標茶町文化団体連絡協議会事務局
　西内さん（☎485-3906）

道民芸術祭釧路地方
「詩吟大会」のお知らせ

た  たくさん運動
の  のびのび学習
し  しっかり仕事
い  いつでも協力
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文芸作品

みんなの 

作品展
掲載希望の方は、イラスト・ 詩・
絵画・写真ほか何でも結構ですの
で、作品に住所・氏名を記入の上、
次のところまでお寄せください。
〒088-2312　川上４丁目２番地

役場企画財政課地域振興係
「みんなの作品展コーナー」

投稿お待ち　
　しています

絵手紙の会

藤嶋久美子さん（茶安別）の作品

竹本　昭勝さん（埼玉県）の作品

写真投稿作品

内田千代子さん（川　上）の作品

川
　
柳
（
標
茶
川
柳
の
会
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

◦
柏
餅
お
し
ゃ
べ
り
会
は
女
性
の
み�

佐
藤　

教
子

◦
六
月
に
来
年
用
の
ラ
ン
ド
セ
ル�

土
肥　

雅
典

俳
　
句
（
標
茶
菱
の
実
吟
社
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

◦
早
朝
の
ラ
ジ
オ
は
童
謡
夏
は
来
ぬ�

渡
辺　

芙
美

◦
炎
天
下
牛
群
れ
を
な
す
大
葉
陰�

石
川　

陽
三

短
　
歌
（
自
生
林
短
歌
会
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

◦
日
本
人
待
っ
て
い
ま
し
た
大
相
撲　

　

地
元
二
人
を
み
な
が
応
援�

若
林　

鶴
代

◦
母
の
日
に
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
赤
き
色

　

娘
ら
に
貰
ひ
て
精
気
を
受
け
り�

和
田　

礼
子

◦
を
と
こ
う
た
大
地
に
叫
ぶ
闇
に
問
ふ　

　

酒
を
浴
び
つ
つ
た
だ
一
人
し
て�

髙
取　
　

剛


